
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西岡塾 第 18 期プログラム 

丸の内「西岡塾」は 2002 年に丸ビルで＠MBA として産声を上げました。 

これまでに 351 名の塾生が巣立ち、本年 2019 年には第 18 期がスタートします。 

競争戦略論、マーケティング論やリーダーシップ論などを題材にし、一橋大学大学院国際企業

戦略研究科(ICS)の教授陣や、西岡郁夫を含む豊富なビジネスの経験者たちがプレゼンテーショ

ンを展開します。講義を「聴きっ放し」にせず、テーマによっては受講後に塾生がグループ単

位でビジネスの現場に足を運び収集した情報を元に議論をして論文にまとめ、結果を西岡郁夫

がファシリテータとなって、全員で発表し合い「講義を腹に落としていく」学習を展開してい

きます。 



 

 

 

 

 

 

◼ 西岡塾の目的   

 

 

◼ 西岡塾の理念 

 

 

 

 

 

◼ 西岡塾の教育方針 

企業変革のリーダーたる競争力のあるミドルを育てる 

 

ミドルの競争力の源泉は知識ではなく「熱いハート」「人への愛」 

「飽くなき向上心」と「実行力」すなわち全人的な人間力である。 

塾生の人間力向上への自己変革の動機づけのために、質・量ともに溢れる 

ような刺激を与える。  

 

西岡塾では塾生ひとり一人の個性を重視して、個々に適正な自己変革の 

動機づけを行うため、入塾直後と卒塾直前の 2 回、職場と家庭での 

360 度評価を実施し、その評価表に基づいて塾長と塾生の 1：1 を行いま

す。これにより塾生が自分自身による自己分析に加えて、職場・家庭とい

った 

自分を取り巻く周辺からの評価をも事実として把握することで、8 か月の 

研修を通じての自己変革を真に実りあるものにする。 

 

西岡塾にはいわゆる専任講師は置かない。各界でいま正に戦い続けている

現職のビジネス・パーソンたちが、本音で塾生たちに自身の経験、知見に

基づくアドバイス、苦言、等を語りかけ、塾生の自己変革への動機づけを

行う。 

 

塾生にとって最良の刺激の源泉の一つは 8か月を共に学ぶ仲間との交流で

ある。西岡塾ではこの事を重視し、研修期間中に幾度もあるグループ研究

において、グループ構成に配慮し、出来るだけメンバーをシャッフルし、

種々の塾生が深く交流できる環境を提供する。 

 



 

 

 

 

 

 

18 期生 募集要項  

1. プログラム期間：2019 年 5 月 10 日（金）～ 12 月 8 日（日）を予定 

2. 対象：次期幹部候補となる方  

原則として､組織もしくはプロジェクトの長で 30 代半ば～50 歳位を想定 
 

3. 募集人員：18 名程度 

4. 選考方法：人選は企業にお任せします。もちろん個人での応募も承ります。 

5. 場所：西岡塾 講義室（港区元赤坂１－７－１７） 

6. 受講料：170 万円（税別）教材費、合宿費含む 

7. お支払について：「受託契約書」を頂き次第、受講料のご請求書を発送致します。 

           2019 年 4 月 19 日までに下記口座へお振込みをお願いします。 

 

 

8.ご提出頂くもの 

● 受託契約書： 企業法人、企業研修等の責任者、受講者本人のいずれかが記入し押印後

弊社までご郵送ください。（提出期限 2019 年 3 月 29 日） 

 

● 入塾志願書： 受講者本人が入力し、メール添付にてご提出ください。 

        （提出期限 2019 年 4 月 12 日） 

※入塾志願書データ（Word）を送信させて頂きますので、必要な場合は

事務局 冨岡までお申し付けください。 

 

● 受講者顔写真データ： 肩より上の顔写真データをメールにてご提出ください。 

         （提出期限 2019 年 4 月 12 日） 

 

 

みずほ銀行 神谷町支店 普通 1144191  株式会社イノベーション研究所 

 



 

 

 

 

 

 

「西岡塾」は知識の切り売りはしません。 

 

「西岡塾」はやる気を持って前進しようとするミドルに「強みを見つけて伸ばし、弱点

を修正し、自己変革をしていくための動機付けと手厚いコーチング」を特長としていま

す。感性豊かに周囲と接し、仕事への情熱・ガッツを鍛えて「上司、部下から頼り甲斐

のあるミドル」を育成します。西岡郁夫がそのネットワークを駆使して、講師と様々な

コンテンツと学習の場を用意し、全ての講座に西岡郁夫がつねにファシリテータとして

居続けて、個としての塾生を一人ひとり見守りながら西岡流経営学を伝授します。 

知識の切り売りはしません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゲストスピーカーとの対話に触発され自己変革を起こす 
 

西岡郁夫の人脈を総動員し、佐山展生氏（スカイマーク会長・インテグラル社長）、 

中貝宗治氏（豊岡市長）、小林栄三氏（伊藤忠特別顧問）、松井道夫氏（松井証券社

長）、二宮清純氏（スポーツジャーナリスト）などの講師たちが、本人でしか知り得

ない生々しい企業変革の現場、経営現場で実際になされた意思決定のプロセス、企業

の生死をわける決断の決定的瞬間など苦労、悩み、過ち、決断、成果、喜びを塾生た

ちと共有してくれます。講義後は講師を囲んで飲食を共にしながらのディスカッショ

ン・セッションが続きます。 

また、入塾直後と卒塾直前に「職場と家庭での 360 度評価」に基いて西岡郁夫と塾生

の１：１をおこないます。それを基に「自己変革計画」を立て塾生と共有します。 

8 ヶ月の研修を通じて自己変革を実行し、Before・After で研修の成果を塾長と塾生が

一緒に検証します。西岡塾の特徴的なプログラムです。 



 

 

 

 

 

 

卒塾生がネットワークに参画します｡ 

西岡塾で得る講師陣や塾生同士のネットワークはミドルの宝です。 

毎期の塾生たちが卒塾後も度々懇親会を企画し、継続して交流を深めています。 

この特長を最大化にするため、塾のイベントを 1 期から 17 期まで総勢 351 名の卒塾生た

ちにも適宜案内し、ネットワークを広く深く進化させる取り組みも行っています。 

 

塾長の西岡は講師と塾生の触媒役です｡ 

西岡郁夫が講師と塾生の触媒役として、原則的に全講義に参加します。議論が噛み合わ

なかったとき、塾生にもっと深く気付いて欲しいとき、より強い刺激を与えたいときに

即座に議論に割って入ります。また、「塾生はもっと深く知りたがっているな」と感じた

ら予定になくても適切な特別プログラムを追加で企画します。 

こんな塾は他にはありません。そのために塾長は毎回の授業に参加します。 

 

チーム・ビルディング合宿で塾生たちは直ちに仲間になる。 

毎期の最初のプログラム「チーム・ビルディング合宿」は初めて顔を合わす塾生たちが

森の中で身体を張って参加する知的・肉体的共同作業です。この共同作業で塾生は初日

から全員が旧知のような仲間同士になります。その後、グループ研究、企業訪問合宿、

ワイガヤ的合宿などで塾生のネットワークを確立し、塾生を「熱き議論の輪」に巻き込

みます。 

そして、8 か月の学習の総まとめとしての「卒塾論文発表合宿」には講師陣、派遣企業

からの傍聴者、卒塾生の参画を得て卒塾研究論文の発表会が開かれます。 

西岡塾は派遣企業からの傍聴者の方々も塾生たちの議論に参画して頂きます。 

全プログラム中、計 3 回の 1 泊合宿を組み込んでおります。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

その他、丸の内「西岡塾」18 期では 

 

① 1 期～１7 期までの経験を通して得た「西岡塾のバリューは塾生自身である」をより鮮

明に実践し、塾生の作り上げる塾にするため卒塾生の参画も積極的に取り入れる。 

 

 

② 昨年始動した女性リーダー塾との合同講義を実施することで、多様性を知り、ジェンダ

ーギャップに対する理解を深める 

 

 

③ 塾生同士（卒塾生を含む）のネットワークの形成を早期に確立するため、期の前半にグ

ループ学習、合宿、企業視察、などを集中して取り入れる。 

 

 

④ マーケティングなどに関しては Web マーケティングやモバイル・マーケティングなど

最新の潮流を業界の達人から学び、成功例を塾生が実地検証→発表→議論で肚に落とし

て行く。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 塾長/プロデューサー 

西岡郁夫（株式会社イノベーション研究所 代表取締役) 

1969 年大阪大学工学部通信工学科修士課程修了後シャープ㈱入社。技術本部コンピュータ・システム

研究所所長、コンピュータ事業部長、情報システム事業本部副本部長を歴任。81 年大阪大学より工学

博士号を取得。92 年インテルジャパン㈱取締役副社長に就任。93 年インテルコーポレーションのワー

ルドワイドセールス・グループ副社長兼務となる。93 年インテルジャパン㈱（現インテル㈱）代表取

締役社長、97 年代表取締役会長に就任。99 年インテル㈱退職後、ＮＴＴドコモ、みずほ証券、インタ

ーネット総研との共同出資によりモバイル・インターネットキャピタル㈱を設立し代表取締役社長。

2010 年同社チーフテクノロジアドバイザー。株式会社イノベーション研究所代表取締役。大阪大学客

員教授。大阪工業大学客員教授。 

 

講師陣 

一橋大学大学院：ICS 楠木建氏、藤川佳則氏、米倉誠一郎氏、佐山展生氏など 

 

ゲストスピーカー（予定） 

  小城武彦 丸善株式会社元社長 

 二宮清純  スポーツジャーナリスト 

  中貝宗治  豊岡市長 

  松田清人  トパーズ・キャピタル取締役会長 

  藤原和博 元和田中学校校長  

  太田剛  HUB 社長                                        など 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

主な講師紹介  

楠木 建 (KUSUNOKI Ken)一橋大学大学院国際企業戦略研究科教授 

一橋大学大学院商学研究科博士課程終了。一橋大学商学部専任講師、同大学同学部およびイノベーション研

究センター助教授を経て、2000 年から現職。専攻はイノベーションのマネジメント。新しいものを生み出す

組織や戦略について研究している。著書に、『Innovation in Japan 』(共著、Oxford University Press、1997)、

『Technology and Innovation in Japan: Policy and Management for the Twenty-First Century』 (共著、

Routledge、1998)、『Japanese Management in the Low Growth Era: Between External Shocks and Internal 

Evolution』（共著、Spinger、1999）、『Managing Industrial Knowledge』 (共著、Sage、 2001)、『ビジネス・

アーキテクチャー』（共著、有斐閣、2001）、『イノベーションと知識』（共著、東洋経済新報社、2001）など

がある。『一橋ビジネスレビュー』等に論文多数。 

佐山 展生 (SAYAMA Nobuo)一橋大学大学院国際企業戦略研究科教授 

インテグラル株式会社 代表取締役。京都大学工学部高分子化学卒業。ニューヨーク大学経営大学院

(STERN)で経営学修士号（ＭＢＡ、ファイナンス専攻）取得。東京工業大学大学院社会理工学研究科博士後

期過程卒業（学術博士）。帝人、三井銀行（現三井住友銀行）、ユニゾン・キャピタル代表取締役を経て、2004

年から GCA 代表取締役、スカイマーク代表取締役会長、インテグラル株式会社代表取締役。一橋大学大学

院助教授、現在に至る。また、東洋大学大学院経営学研究科客員教授なども兼務。M&A（企業買収）、倒産、

グループ経営、プライベート･エクイティ･ファンドなどの研究に従事。主な著書に『経営財務情報の経済分

析』（中央経済社）日本経営財務研究学会編 、『日本的 M&A 実践講座』(講談社)、『日本のプライベート・

エクイティ』（日本経済新聞社）、『事業再生の担い手と手法』(商事法務）、『企業再生のための法的整理の実

務：新会社法を中心として』（きんざい）法的整理実務研究会編、『経営学検定試験テキスト：現代経営の課

題』(中央経済社）経営能力開発センター編 、『プレパッケージ型事業再生』（商事法務）事業再生研究機構

編、『再生･再編事例集３』（商事法務）共著、など。 

 

藤川 佳則 (FUJIKAWA Yoshinori)一橋大学大学院国際企業戦略研究科准教授 

一橋大学経済学部および同大学院商学研究科修士課程修了。ハーバード・ビジネス・スクールにて MBA、ペ

ンシルバニア州立大学にて博士号（Ph.D.）を取得。ハーバード・ビジネス・スクール研究助手、ペンシルバ

ニア州立大学講師、オルソン・ザルトマン・アソシエイツ(コンサルタント)を経て、現職。専門は、リレー

ションシップ・マーケティング、サービス・マネジメント分野における、社会心理学および社会認知理論の

応用実証研究。著作に、『Multi-Channel Consumers: Attributional, Affective, and Behavioral Reactions to 

Cross-Channel Price Differences』(Society for Consumer Psychology Winter Conference, 2003)、『ソフト開

発を推進するダイナミズムの源泉－任天堂とソニーのビジネスモデル間競争』（竹内弘高ほか編『マーケティ

ング革新の時代』有斐閣、1999 年）、『心脳マーケティング 顧客の無意識を解き明かす』（訳書、ダイヤモン

ド社、2005 年）などがある。 


